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　年齢及びbody mass indexの中央値はそれぞれ65歳、21.7kg/m2であった。D2-10, D2-S, 
D2+S, D2+PSをそれぞれ5, 36, 32, 19例に施行した。54例（58.7%）に術前化学療法を施行し、
pStage CR, pI, pII, pIIIはそれぞれ2, 16, 33, 41例であった。手術時間、出血量及び術後在院
日数の中央値はそれぞれ444分、100g及び23日であった。術後合併症発生率（Clavien-Dindo
分類Ⅲ以上）は早期、遠隔期でそれぞれ26.1、6.5%であった。3年全生存率（3yOS）は70.7%
で病理学的にはpStage CR, pI, pIB, pⅡ, pⅢでそれぞれ100.0, 93.8, 72.7, 58.7%であった。3
年無再発生存率（3yRFS）は60.9%であった。多変量解析では、術後合併症に関連する因子は
手術時間（450分以上）［OR 1.011, p<0.01］で、3yOSに関連する因子は3年以内の腫瘍再発
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